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取扱説明書 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちびった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守り<ださい。 


ま全のためのま意事頂を守る 


この r 安全のために」のま意事項をよくお読み 
<ださい。 


定期的に点検する 


1年に一度は、 AC パワーアダプターのプラグ部 
とコンセントとの間にほこりびたまっていない 
か、故障したまま使用していないか、などを点 
検してください。 


故障した6使わない 


動作びおかし<なったり、 AC パワーアダプター 
などび破損しているのに気づいた6、すぐにお 
買い上げ店またはソニーの修理相談窓□に修理 
をご依頼 < ださい。 


お買い上げいただをありがとラございまず。 

A が化 I 電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故 
ぃ\日 a I になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを 
おしています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、製品を安をにお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ずな管してください。 
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MDR - RF 7500 


別売〇のプ□七ッサーがが要です 

本機は単体ではお使いになれません。別売りの 
デジタルサラウンドへッドホンシステム 
MDR - DS 7500と組み合わせてお使いくださし)。 


同お品 

へッドホン （1) 

取扱説明書（本書） （1) 

保証書 （1) 

その他印刷物一式 

本磯の仕様および列•観は、改良のため予告なく変更する 
ことびありますび、ご了承<ださし)。 


まな仕様 

■暇仕様 

再生周波数帯域 5〜25,000 Hz 

電源 内蔵リチウムイオン充電式電池 

質量 約325 q 



万一、異常が起さた6 


〇電源を切る 
©AC パワーアダプ 
ターをコンセン 
卜から巧く 
0お買い上げ店ま 
たはソ ニーの 修 
理相談窓□に修 
理を依頼する 


お買い上げ店またはソニーの修理相談窓□にお 
持ちになる際は、必ずヘッドホンとプ□セッヴー 
を一緒にお持ちください。 

警告表示の意は 

取扳説日月書および製品では、次のぶラな表示 
をしています。表おの内容をよ<理觸してか 
ら本文をお読み < ださい。 

I A «^[7会1この表示のを意事項を守らな 
1/へ厄:映 I いと、火災 I 感電•漏液，発熱， 
破裂などにより死 t や大けび 
などの人身事故び生じます。 

A 敬化 I この表おのま意事項を守らな 
/へ言 al いと、大けびなど人身事故の 
原因となります。 

I A 、 十この表おのま意事項を守らな 
いと、感電やその他のま故に 
よりけがをしたり周辺の家財 
に損害を与えたりすることび 
あります。 

注意を促ず記号 

ミ主意 火災 感電 

行為を禁止ずる記号 

0 ® ® ® 

禁止 接触禁止分解禁止めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇运 

指で つラグをコン 

セントから巧く 



よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをご活巧ください。 


http://www.sony.jp/support/ 


フリーダイヤル 

フリーダイわル 

01吕 0-333-020 

0120 -222-330 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

携帯電話 PHS —部の IP 電話 

04己 6-31-2 已11 

046巨-31-呂已31 


X 取扱説巧書’リモコン等の睛入相該は 
こち5へお問い合むせください。 


FAX (巧巧） 01 20-333-38 白 



上記番号へ接続を、最巧のガイダンスび流れている間に 

r30 9 j + r#j 

を巧してください。直接、担当窓□へおつなぞします。 


ソニー株式会社 〒1 08-007 己東京都港区港南1 -7-1 


lAm 機ないと 

へへ义災 • 発熱 • 
心心お乂. 感電にょ D 

注ち感。 死 t ゃ大 けび の原 
因とな0まず。 


指定なかの AC パワーアダプターを使 
わない 

巧電するときは、必ず指定の AC パワーアダプ 
ターを使巧して < ださい。 

破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火災や 
けび、周囲のミち損の原因となります。 

Q 

禁止 

义の中に入れない 

〇 

禁止 


雷び鳴 D だした6、 AC パワーアダプ 
夕一に触れない 

感電の原因となります。 

接触禁止 



下記のを意を守5ないと 
けた i をした0周巧の 

家財に損害を与ぇ 

た0ずることびあ0まず。 

めれた手で AC パワーアダプターをさ 
ね5ない 



分おしない 

故障や感電の原因となります。内部の点検およ 
び修 a はソニーの相該窓□またはお買い上げ店、 
ソニーの修理相談窓□にご巧頼 < ださい。 




义のそばや巧天下などで巧電した D 放 
置しない 


感電の原因となることびあります。 

めれ手禁止 

大音量で長時間つヴけて聞まずぎない 

耳を刺激するよラな大をな音量で長時間つづけ 
て聞くと、聴力に悪い影響を与えることびあり 
ます。呼びかけられて返事びでさるくらいの音 
量で聞をましよラ。 




lAm ないと 

へへ义災 • 発熱 • 
心心お於 .感電にょ〇 

as やけどゃ大けび 

の原因となりまず。 


運お中は使用しない 

自動車の運転をしなび6へッドホンを使用した 
り、細かい操作をしたりすることは絶対におや 
め<ださい。交通事故の原因となります。 



内部に水や真物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となります。 
万一、水や異物び入ったとさは、すぐに使用を 
中止し、 AC パワーアダプターをコンセントから 
损いて、お買い上げ店またはソニーの修理相談 
窓□にご相談ください。 



通電中の AC パワーアダプターに長時 
間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温 
やけどの原因となることびあります。 

〇 

禁止 

本体や AC パワーアダプターを巧団な 
どでおおった巧態でほわない 

熱びこちってケースびをおしたり、乂災の原因 
となることびあ0ます。 

Q 

禁止 

はじめか6ボ y ユームを上ばずぎない 

突然大きな音び出て耳をいためることびありま 
す。ボ U ユームは徐々に上げましよラ。特に、 

CD や DMP 機器など、雑音のみないデジタル機 
器を聞くときにはご注意ください。 

0 

禁止 



長時間ほ用しないときは AC J V ’ワーア 
ダプターを巧< 

長時間使巧しなし)ときは、を全のため AO の一 
アダプターをコンセントからないてください。 

% 

つラグをコン 
セントか6巧く 

お手入れの原、 AC パワーアダプター 
を巧 < 

AC ； (ワーアダプターを差し込んだままお手入れ 
をすると、感電の原因となることびあります。 

运 

つラグをコン 
セントか6抜く 


電池にごいての 
まを上のごま意 

液漏れ•破裂•発熱•発火•誤 

飲による 大けむ S や失明を避けるため、 
下記のを意事項を必ずお守0 <ださい。 

I ク^危岡巧電式電池が液漏れし 

たとを 

充電式電池の液が漏れたときは素手で液 
をさわ5ない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニー 
の相談窓□またはソニーの修理相談窓□にご 
ネ目談 < ださい。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になるこ 
とびあるので目をこすらず、ずぐに水道水な 
どのをれいな水で充分洗い、ただちに医師の 
治療を受けてください。 

液び身体やを服についたとさち、やけどやけ 
びの原因になるので、すぐにをれいな水で洗 
い流し、皮膚に炎症やけびの症状びあるとを 
には医師に相談して < ださい。 


0^危険 I 巧電式電池について 

• 指定された AC パワーアダプター切外で充電し 
ない。 

•火の中に入れない。分辭、加熱しない。 

•火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の 
車中など、高温の場所で使用-保管-放置しな 
い。 

•外装のビニールチュープをはびしたり傷つけた 
りしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 


曰本国巧での巧電式電池の巧案につい 
て 


镑 

Li-ion 


巧電式電池の回収-リサイクルお 
よび U サイクル協力店については 
一般社団法人 JBRC ホームページ 
http://www.jb に. net/hp/ 
contents/inaex.html 
を参照してください。 


この毁品を巧かでほ用しない かゆみなど違和感びちつた5ほねない 


AC パワーアダプターは、曰本国巧専巧です。 使用中、抓に合わないと感じたとをは使巧を中 

交琉100\/の電源でお使いください。ミ毎がなど 止して医師またはお買い上げ店、ソニーの修理 

で、異なる電源電圧で使巧すると、火災•感電 ネ目談窓□にご相談 < ださい。 




















へッドホンを巧電-登録す 
る 

本機は U チウムイオン充電式電池を内蔵してい 
ます。充電してからお使いください。 

MDR - DS 7500に付属の AC パワーアダプター 
(6 V ) を、ヘッドホンの DC IN 6 V 端子と電源 コ 
ンセントに接続します。 

電源 


ヘッドホン コンセントへ 



CHG ;?; 

：^CHG 〇 

巧電中 

巧電完了 

('赤点口） 

(消灯） 


ごま意 

• 充電は5た〜35での環境で行ってください。この範囲 
を超えると CHG ランプび点滅し、充電できないこと 
びあります。 

• 本磯の電源が入っているとをに充電を開始すると、本 
機の電源は自動的に切れます。 

• 充電中に本機の電源を入れることはでさません。 


巧電時間の目まと持続時間 


充電時間 

持続時間 W 

約3時間# 2 

約18時間# 3 

約30分#4 

約3時間 

*1 1 kHz ,1 mW +1 mW 出力時 

電池残量びない状態から、 

満充電するのにかかる時間 


周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異な 
る場合びあ D ます。 
w 電池残量がない状態からの時間 

巧電式電池の巧量を確認ずる 

フリーアジャストバンドを引き、右ヘッドホン 
の POWER ランプび緑色に点むすれば使巧でき 
ます。 POWER ランプび点なしないときや、ラン 
プび暗かったり、音び途切れたりするとをは、 
充電して < ださい。 



• 長い間使わなかったとさは、充電式電池の持続時間び 
短くなることびあります。何回か充放電を繰り返すと、 
充分に充電でさるよラになります。 

• 1年政上の長期にわたって保をする場合は、過放電防 
止のため、年1回程度の充電を行ってください。 

• 充電式電油の持続時間が通常の半分ぐらいに低下した 
場合は、充電式電池の寿命と考えられます。充電式電 
池の交換については、お近くのソニーの修理ネ目談窓 □ 
にご相談ください。 


プ□七ッサーの ID をへッドホンに登 
録する 

プロセッサーには固有の ID び設定されています。 
本機を増設する場合は、プ□セッヴーに設定さ 
れている ID をへッドホンに登録しなければ使巧 
することびでをません。必ず登録作業を行って 
<ださい。 

1 プ□セ ッサーの 電源を入れる。 

2 へッドホンをかける。 

へッドホンの電源び入ります。 

ご ミ 主意 

内蔵の充電式電池を事前に充電してか6登録作業を 
行ってくださし、。 

3 ヘッドホンのビープ音が変わるまで 
EFFECT/ID SET ボタンを巧し続ける。 

へッ ドホンからのビープ音の聞こえかたび変 
わり、ヘッドホンび ID 登録待機状態になり 
ます。 



4 プ□セツサーの ID SET ボタンを巧ず。 

プ□セツサーか 6 ID び送られます。 

増設したへツドホンに D び登録されたら 
ビープ音び「ピー」と変化し、使巧可能にな 
ります。 



ごま意 



• へッドホンの ID 登録待機げ態は約30砂です。この間 
にプ□セッサーの ID SET ボタンを押してください。 

• 複数台のへッドホンを同時に ID 登録する場合は、すべ 
てのヘッドホンを ID 登録待機げ態にしてから、プロ 
セツサーの ID SET ボタンを巧してください。 


^その他 


本機を巧棄する 


镑 

Li-ion 


機器に内蔵されている充電式電池は 
U サイクルでをます。このな電式電 
池の取りはずしはお客様自身では巧 
わず、「使い方相談窓□」にご相談く 
ださい。（「使い方柜談窓□」の連絡 
先は本取扱説明書内の表紙下に記載 
されています。） 


使用上のご注意 

取0巧いについて 

• 本機を落としたりぶつけたりなど強いシヨッ 
クを与えないでください。故障の原因となり 
ます。 

•本磯を分解したり、開けたりしないでくださ 
い。 

設置にごいて 

:欠のよラな場所には置かないでください。 

-直射日光びあたる場所や暖房器具の近くなど 
温度び非萬に高い所。 

-ほこりのをい所。 

-ぐらついた台の上や傾いた所。 

-振動のをい所。 

-風呂場など、湿気のをい所。 

AC パワーアダプターについて 

• 必ず MDR - DS 7500に付属の AO くワーアダ 
プター (6 V 、 極性統一形プラグ-」 EITA 規格) 
をお使いください。プラグの極性など異なる 
製品を使うと、故障の原因になります。 



極性統一形フラグ 


• 電圧やプラグ極性び同じ AC パワーアダプター 
でも、電流容量その他の要因で故障の原因に 
なります。必ず MDR-DS 7500に付属の AC 
パワーアダプターをご使用ください。 

• AC パワーアダプターは容易に手び届くよラな 
電源コンセントに接続し、異常び生じた場合 
は速やかにコンセントから损いてください。 

• AC パワーアダプターをご使巧時は、切下の点 
にご注意ください。 

- AC パワーアダプターを本棚や組み込み式 
キャビネットなどの狭い場所に設置しない 
で < ださい。 

-火災や感電の危険をさけるために、 AC パ 
ワーアダプターを水のかかる場所や湿気の 
ある場所では使用しないで<ださい。また、 
AC ノ ':ワーアダプターの上に花瓶などの水の 
入ったちのを置かないで<ださい。 

•長い間使わないとさは、 AC パワーアダプター 
をコンセントから抜いてください。コンセン 
卜から损くと去は、コードを引っぱらずに必 
ず AU ':ワーアダプター本体をつかんで损い 
て < ださい。 

へツドホンにごいて 


まわりの人のことを考えて 

へッドホンは、音量を上げすぎると音び外にち 
れます。音量を上げすざて、まわりの人の迷惑 
にならないよラに気をつけましよラ。 

雑音の多いところでは音量を上げてしまいびち 
ですび、ヘッドホンで聞くときはいつも、呼び 
かけられて返事びで去るくらいの音量を目安に 
して < ださい。 


周波数について 

本機は 2.4 GHz 帯の2.400 GHz から2.4835 
GHz まで使巧でをますび、他の無線機器を同じ 
周波数を使っていることびあります。他の無線 
機器との電波干渉を防止するため、下記事項に 
注意してご使用ください。 


本機の使巧上の注意事項 

本機の使巧周 ミ 皮数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯 
では電子レンジ等の産業-科学-医療巧機器のほか、 
他の同種無線局、工場の製造ライン等で使巧される 
免許を票する移動体識別巧構内無線局、免許を票し 
ない 特定のル電力無線局、アマチュア無線局等 （しソ 
下 r 他の無線局」 と略す）び運用されています。 

1. 本磯を使巧する前に、近くで r 他の無線局」び運 
巧されてレなレことを確認して<ださい。 

2. 万一、本機と r 他の無線局」との間に電波干渉び 
発生した場合には、速やかに本機の使用場所を変 
えるか、または機器の運用を停止（電波のお射を 
停止）して< ださい。 

3. 不明な点その他お困りのことが起定たと定は、ソ 
ニーの相談窓□までお問い合わせください。ソニー 
の相談窓□については、本取扱説明書をご覧くだ 
さし'!。 

I-1 この無線機器は 2.4 GHz 帯を 

2.4DS4 使用します。変調ち式として 

1 | : : -| 1 DS-SS 変調ち式を採巧し、ち 

-干渉距離は40 m です。 


イヤーパッドにごいて 

イヤーパッドは消耗品です。曰萬の使巧や長期 
の保存により劣化しますので、破損したら交換 
して < ださい。 

イヤーパッドを交換する場合は、ソニーの修理 
相談窓□にご相談 < ださい。 


が障かな？と思った6 

修理にお出しになる前に、ちラー度点検して< 
ださい。それでを正確に動作しないとをは、お 
買い上げ店またはソニーの相談窓□にお問い合 
わせ <ださい。 

プ□七ッサーの ID をへッドホンに登 
録できない 

-► プロセッサーとヘッドホンをできるだけ近づける。 
-► プ□セッサーの位置を変える。 

-► プ□セッサ ーと ヘッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周 
波数を使巧する無線や電子レンジなどの機器びない 
か確認する。 

-► プロセッサーを2台お持ちの場合は、 ID 登録をしな 
いほラのプ□セッサ…の電源を切る。 l/Cb (電源）ス 
イッチを3砂間押すと電源び切れます。 


保証書とアフターサービス 


保証書 

• この製品には保罰書び添付されていますので、 
お買い上げの隙お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
ラえ、大切に保存してください。 

• 保罰期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べくだ 
さい。 

それでち具合の悪いとさは 

ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店にご柜 
談< ださい。 


機器認定について 

本機は、電波法に基づくル電カデータ通信シス 
テムの無線設備として、認証を受けています。 
従って、本機を使用するとをに無線局の免許は 
必要ありません。 

ただし、切下のき項を巧うと法律に罰せられる 
ことびあります。 

• 本機を分解/改造すること 
• 本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと 


保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
をます。詳し<は保罰書をご覧<ださい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望 
により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではワイヤレスステレオへッドホンの補修 
用性能部品（製品の機能を維持するために必要 
な部品）を、製造打ち切り後6年間な有してい 
ます。ただし、故障の状況その他の事情により、 
修理に代えて製品交換をする場合びありまずの 
でご了承ください。 














